私の 生 ひ 立ち 一 

くろじゅす えり 

学校へ 行く 私が、 黒糯 子の 襟の 懸 つた、 茶色 地に 白 

すぢか あめ べに きぬち > み はんてん 

の 筋 違 ひ 雨と 紅の 蔦の 模様の ある 絹 縮 の 拌纏を 着 初 

やっつ 

めました の は、 八 歳 位の ことの やうに 思って 居ます。 

私 は どんなに この 袢纏が 嫌 ひでした らう。 芝居で 

与 一 平な どと 云 ふお 爺さん 役の 着て 居ます あの 茶色と 

い つし よ ねえ 

一 所の 茶なん です ものね。 それ は 私の 姉さんの 袢纏 だ 

つたの を 私が 貰った のだった らうと 思 ひます。 十 一 違 

ねえ どちら 

ひと 九つ 違 ひの 姉さんの 何方 かが 着て 居ました の は 恐 

らく 私の 生れない 時分だった らうと 思 ひます。 大阪へ 



欄干の 所へ 行って 下の 街 を 眺めました。 それ は 竹 中 は 

んの 影が 見えない かと 思 ふからで した。 そのうちに 私 

はだんく 淋しい、 心 持に なって 来ました。 悔恨の 悲 

みはもう 私の 胸に いつば いに 広がって 居ました。 竹 中 

はんが おいでにな つてから 開けます と 女中 は 云 つ て、 

庭 向の 方の 雨戸 はま だ 閉めた まゝ なのです。 暗い 縁側 

おも. P 

の 方 を 向いて、 こんな 我儘 をした 私 はもう 本宅へ 行つ 

て 母に も 姉に も 逢 はれない と 云 ふやうな ことば かり を 

きの ふ 

思 ひました。 そして 昨日の 約束 は、 双方の 女中 同志が 

ほんた う 

して くれた ものの、 竹 中 はん は 真実に 来て くれる の だ 

らう かと 云 ふ 不安 も 感じない では 居られませんでした。 



てすり よ おもや ひる 

欄干の 所へ 倚って 見ます と、 本宅の 煙突 は 午 近くな つ 

てます/ \ 濃い 煙 を 吐く やうに なり、 窓の 隙間から 

なんに よ やと ひにん 

男女の 雇人 の 烈しく 働いて 居る 姿の 見える につけて、 

私 は 我儘 者、 不勉強 者で あると 云 ふことば かりが 思わ 

ほそおもて 

れ るので した。 色の 白い 細面の 美く しい 竹 中 はんが、 

女中と 並んで 十 一 時半 頃に 東の 方から 歩いて 来る の を 

見ました 時、 私の 胸に は どんなに 高い 動悸が 打った で 

せう。 私の 居る 二階の 下まで 来ました 時、 竹 中 はん は 

上 を 一寸見 上げた ま、 で、 ずっと 通って 行って しま ひ 

ひるから 

ました。 失望して 居る 私に 女中 は 午後 を 待てと も 云 ひ 

ませんで した。 私 も 黙って 居ました。 竹 中 はん は 決し 



て 遊びに 来て くれは しないと その 刹那に 感じました 通 

リ、 その 人と それき り 遊んだ 覚えはありません。 私 は 

それから 満五 歳まで は、 学校 通 ひ を 止めさせようと 云 

うち 

はれて 家に 置かれて 居ました。 



私の 生 ひ 立ち 二 狸の 安兵衛 \ お 歌ち やん 

狸の 安兵衛 

ともき ち 

私の 小い 頃に 始終 家に 出入りして 居た 車夫 は、 友吉 



にか ゝ はらず、 牡丹で 名高い 吉助 園と 云 ふ 植木屋へ 最 

う へ ほん まち 

初に 行く のです。 それから 上 本 町の 博物 場へ 廻る ので 

なか しまこ う^ん なに はばし 

す。 中の 島 公園へ も 行く のです。 そして 浪華 橋の 下の 

いけす あみ ひこ 

生 洲の網 彦と云 ふ 川魚料理の 船で、 御飯 を 食べて 帰る 

のでした。 こと、 こと、 ことと 浪華 橋の 下駄の 音が す 

よどが は 

る 時に、 私 等 は 船の 障子 を 開けて、 淀川の 水 をち やぶ 

もて あそ 

ちゃぶ と 手で 弄 ぶの が、 どんなに 楽い ことで したら 

う、 その 頃の 私 等に。 

お 歌ち やん 



と を 

十 歳だった と 云 ふこと です。 

ふし あはせ 

「 薄倖な お 歌ち やん ご 

「賢い 子 やった ご 

誰も 皆 かう 云って ました。 お 歌 ちゃんが 居 なくなつ 

てから、 私 はどうして もお 照さん や 茂 江 さ んの 仲間へ 

入って 遊んで 貰 はなければ なりませんでした。 その 中 

おないどし 

で 意地悪で ない 人 は、 私と 同年のより 江さん だけで 

した。 



私の 生 ひ 立ち 三 お 師匠さん \屛 風と 障子 \ 西瓜燈 



た。 私 は その 扇が 母の 前へ 持って来られて、 開いて 見 

せて 貰 ふの が どんなに 楽み だった か 知れません。 私 は 

まう ま 、， ぬ リまね 

稽古 朋輩の 持って 居る やうな 塗 骨の 扇が 欲しい と 心に 

願って 居た のでした。 私 はさう して 塗 骨の 銀の 扇の 持 

うすべ に 

主にな リ ました。 絵 は 桜の 花で、 四 分 通りの 地が 薄紅 

につぶ されて 居ました。 母 は 舞扇が 買 はれる 度に、 扇 

きれ ぢ 

の 上に 切地で 縁を附 ける のが 好きでした。 好きと 云 ふ 

よりもせ ねばならな いこと として 母 はさう したので す _ 

たゝ みめ やれ あ ふぎ 

扇が 畳 目から 早く 切れて 破 扇 になる の を惜ん だので 

す。 けれど その 体裁 は 極めてよ くない ものでした。 扇 

を 襟の 間に さした 時、 私の 扇 は 他人の 三倍 も かさが あ 



師匠の 家の さらへ 講に 私が 踊る ことにな つたの は 

「流しの 枝」 と 云 ふ 曲でした。 私 は 黒地の 友染の 着物 

とも-^ 

を 着て 出ました。 模様の 中に 赤い 巴の あった こと を 

ちゃう ど ば あ 

覚えて 居ます。 丁度 その 日に 私の 家で はお 祖母さん が 

ほうおん かう 

報恩 講と云 ふ 仏事 を 催して 多勢の 客 を 招いて 居ました _ 

私 は それ を 余所に して 踊の 場へ 行く のが 厭だった ので 

した。 私 は 楽屋で お膳の ない のを悲 みながら、 煮魚の 

むしった ので 夕飯 を 食べさせられました。 この 時も大 

勢の 弟子の 中で お 師匠さん は 私 を 一 番 大事に して くれ 

ました。 踊の 済んだ 時に、 もうこれ でい、 と 思った 心 

ぢ かた 

持と、 地方の 座 を 背に して、 扇 を 膝に 当てながら 歌の 



うに 気が 上る のです。 大人 達 も 皆 嬉し 相で、 その 夜 は 

例よりも、 長く 長く 涼 台が 門に 出されて あります。 一 

度 蚊帳の 中へ 入っても、 祭の 当日の 話が 大人 達の 中に 

余り はづみ 上る と、 また 帯 をして 外へ 飛び出し たくな 

つたり 私 はしました。 そしてい よ /\ 大 鳥さん の 日に 

なります。 私の 家の やうな 商 買 をして 居ない 人の 所で 

は、 朝から もうお 祭の ことば かり をして 居て い、 ので 

すが、 私の 家な ど は、 さう は 行かない のです。 得意先 

の 注文の 殊に 多い のがさう した 日の 常です から、 午前 

中 は 私 も 店の 手伝 ひに、 勇気 を 出して 働かねば なり ま 

でっち みづ もち 

せんでした。 丁稚に 交って 水 餅 を笹の 葉へ 包んだり す 



やしろ みあかし 

夜 明の 社の 御 灯の 美く しさ、 ほのぼのと 晴れる 朝霧 

の 中の、 神輿 倉の 七 八つ も 並んだ 神輿の 金の きらきら 

と 光って 居る の を 見る 快 さは、 忘れられない ものです _ 

ゑ や 

蓮 池の 蓮 を 見たり、 鯉に 餌 を 遣ったり します こと も、 

い つ やまとが は 

何時も 程 落 ついては 出来ません。 気が 急いで 大和 川 を 

渡る 時 も、 川上の 景色、 川口の 水の 色 を 眺めたり する 

こと も 出来ません。 朝御飯 を 食べます ともう 住吉 踊が 

来ます。 

すみよう しさんまい の 

びゃくえ こし ごろ も 

と 拍子 ごとに 云 ふ 踊で、 姿 は 白衣に 腰 衣 を 穿いた 

所 化 を 装って 居る のです。 踊 手 は 三人 程で、 音頭と り 



らも 見物に 出て 来る 人で 道が 埋 つてし まひます。 私 等 

はもう 昨日の やうに、 芝居の 花道 を 歩く やうに、 大道 

を 練って 歩く こと も 出来ない のです。 だんだんと 街々 

の 騒ぎ は 高くな つ て 行きます。 新 柚の 香が 台所から 立 

ちます。 祭 列 を 見る の は 夜の 十 時 頃です。 海の やうに 

灯の 点った 町 を 通る ので ありながら、 やはり 夜の こと 

ですから、 お 稚児さん の 顔な ど は 灰白く 見える だけで 

す。 馬上の i 界 高さん の 赤い 面 も 黒く 見える のです。 私 

は 刻々 不安が 募って 行きます。 それ は 今日に 変る 明日 

の 淋しい 日の 影が 目に 見える からです。 



私の 生 ひ 立ち 五 噓 



こ、 のつ ま、 こばなし は や 

九 歳 位で 私の 居た 級で は 継子 話が 流行りました。 石 

盤へ 箱 を 幾つ も 積み重ね たやうな 四 階 五 階の 家 を 描い 

て、 草書の 下と 云 ふ 字の やうな もの を 人 だとして 描い 

て、 蒲団 〔# 底本で は 「薄 団」 と 誤植〕 の 中へ 針 を 入 

ま、 は、 

れて 置いたり する 鬼の やうな 継母の 話ば かり を、 友達 

等 は 毎日し ました。 一 人が 話し 出します と、 大抵 七 八 



つの 首が その 石盤 を視 く、 そんな かたまりが 教場の 

彼方此方で 出来る と 云 ふの が、 遊び時間の 光景でした。 

ほん こ 

継子と 本 子の 名に は、 大抵お ぎん 小 ぎんが 用 ゐられ て 

居ました。 私 はもう それに 飽き飽き しました。 今日 も 

また 厭な 話 を 聞かされ るかと 云 ふやうな 悲みを さへ 登 

みち/ \ はなして 

校す る途々 覚えました。 私 はもと よ リー 度 も 話者に は 

なりませんでした。 ところが 或 日の 昼の 長い 遊び時間 

に 私 は、 

「今日は 私が お 話 をして 上げます。 けれど 絵 は 描き ま 

ほんた う 

せん。 自分の 真実の 話なん ですから ご 

こんな こと を 突発的に 云 ひました。 そして それから 



松原 も 三条も 東西の 通りです が、 私 はこん な こと を 

云って ました。 

うち かもが は きれ い 

「そして 家の 左の 方 は 加 茂 川な のです。 綺麗な 川な の 

です よ、 白い 石が Is 几満 あってね、 銀の やうな 水が 流れ 

ひがし やま にしゃ ま きたやま やさ か 

て 居る のです。 東 山 も 西 山 も 北山 も 映ります。 八 坂 

とうじ ちおん ゐん きんかくじ 

の 塔 だの、 東 寺の 塔 だの、 知恩院 だの、 金閣寺 だの 

銀閣寺 だのが きらきらと 映ります。 」 

「まあ そんなに い 、とこ だす かご 

うち 

「ええ、 家の 裏の 木戸 を 開けて、 石段 を 下りて、 それ 

から 小い 橋 を とんく と 踏んで 行く と、 河原な のです。 

河原 は 夏なん か 涼しく つてね え ご 



「そしたら ひどい 浪が 起って 来て ね、 私の 乗った 船が 

壊れて しまった のです。 私の 入れられて 居た 箱 も 割れ 

ちゃう ど 

たので、 丁度よ かった けれど。 私 は それでもう 気 を 失 

さか ひ 

つて 居た のです がね え、 今度 目 を 開いて 見る と堺の 

浜だった のです ご 

r 燈 台が 見えた の だす かご 

とち 

「ええ、 夜でした から 青い 青い 灯が 点って 居ました 

よご 

「それから 鳳さん の 子に なり や はった の だす かご 

「ええ。」 

「まあ 可哀相な 方 ご 



「継子なん て、 ちっとも 知り ま へんだ した ご 

「気の毒 だすな あご 

私の 傍に 居る 人が 四 五 人 泣き出しました。 さう する 

こま 

と 誰も 誰も 誘 ひ 出された やうに 涙 を 零しました。 噓を 

云 つた 私まで が 熱 い 涙の 流る の を 覚えました。 



私の 生 ひ 立ち 六 火事 

. く 寡， 

リ萼 



「弱虫 やな あ。」 

弟 はかう 云って ずんずん 下へ 降りて 行きました。 私 

あと た > 

は その後で 唯一 人 広い 広い 空 を 眺めて、 小さい 一 つの 

星と 月の 間 を、 もう 少し 離す 工夫 はない か、 焼ける 家 

の 子が 可哀想で、 そして 此処まで 焼けて 来る かも 知れ 

ない ので あるから と 心配 をして 居ました。 

その 晚の 夜中の ことでした。 私の 蚊帳の 外で、 

「火事 や ご 

I ヅ蘑 リ蘑 し 

と 云 ふ 声が 起り ました。 耳を澄まして 見ます と、 家の 

かけご ゑ 

外 を ほい /\ と 云 ふやうな 駆 声で 走る 人が 数 知れず あ 



道行く 人 は 口々 にこん な こと を 云 つて 行きました。 

具 清の 家 は 両親の ない 二人の 娘さんが 主人だった ので 

す。 その 娘さん を 番頭が 余りに 大切に して、 家の 戸閉 

りな ど を 厳重に しすぎて あつたた めに、 誰も 外へ は 出 

られ なかった の ださう です。 鍵 を 持って 居る 老 番頭が、 

ほか 

最初に 死んだ ので、 外の 人 はどうし やう もなかったら 

しいと 云 ふこと でした。 けれど 三十 位の 一 人の 女中 は、 

妹娘さん を やっとの ことで 伴れ 出した と 云 ふこと でし 

お ま-けが 

た。 けれど 高い 塀から 飛んだ ので、 大 怪我 をして 居る 

と 云 ふこと でした。 

朝に なつてから、 私の 父母 は 姉の 家 を 引き上げて 来 



清の 家 は 大きくて、 城の やうな 家な のでした が、 丁度 

くら をと こ ばんしう 

夏で 酒 作り をす る 蔵 男の 何百 人 は、 播州へ 皆 帰って 

たんす 

居た 時だった の ださう です。 娘さんの 箪笥が 幾つ も 並 

いう ぜん 

んで 焼けた 所に は、 友染の 着物が、 模様 を そっくり 濃 

淡で 見せた 灰になって 居た のが、 幾重ね もあった とか 

人 は 云 ひました。 焼 跡 は 何年 も 何年 も 囲 ひもせ ず その 

ままで 置かれて ありました。 夏の 夕方な どに 散歩して 

居ます と、 焼けた 壁の 小山の やうに なった 中から、 酒 

の 香が 立つ やうな こと も 幾年 かの 後にまで ありました _ 

しま いっぱい 

終 ひに は 雑草が 充満に 生えて 居ました。 

を どり 

火事の 時分に、 大阪 地方で は へらへら 踊と 云 ふ 手 



した。 先生 はもと より 夢にも 御存じの ない ことです。 

それ はま だ 三年 生の 時の ことでした。 時間が 来て 教場 

へ 入る ために 砂利の 敷かれた 前の 庭で 私 等 は 列 を 作る 

のでした が、 その 時まで 運動に 夢中に なって 居る 人達 

なのです から、 それが かなり 入り乱れて 混雑な ものに 

なる のです。 私 は ある 日の その 時に 友達の 足 を 踏み ま 

は ざう リ ばき 

した。 その 人 は 靴 を 穿いて 居て 私 は 草履 穿だった ので 

, まう 

「あつ、 痛た、 鳳さん ご 

はっと 思って その 人の 顔 を 見ます と、 それ は柴 田と 

云 ふ 子でした。 



ん たは そない に 悪い ことして な はる やない かご 

私 は 貢物 の やう にして 毎日 柴 田の 手へ 運んで 居る 物 

は、 学校で 厳禁され て 居る ものであると 云 ふこと を i 

時まで 気附 かずに 居た のでせ う。 どんなに 柴田 のこの 

脅迫 は 私 を 苦しめた もので あつたか 知れません。 私 は 

もの もよう 云 はずに じっと 相手の 顔 を 眺めて 居ました _ 

「悪い ことして な はるの やろ。 先生に 知れたら どない 

な ことにな るか 知って ます かご 

私 は 泣き出しました。 そしたら 柴田は 背 を 撫で まし 

た。 

「泣かんで もええ わ。 私 云へ へん わ。 あんた さへ もつ 



一 私 はもう お菓子 も 果物 も 見る だけでした。 

柴 田の 方で はもう ちゃんと 和 田の こと を 知って 居 まし 

た。 そして 私への 要求が だん/ \ 烈しくな つて 来 まし 

た。 

「お金 を 包へ 入れて 頂戴 ご 

かう 柴田は ある 時 云 ひました。 私 はまた これ を 行 ふ 

道を考 へねば なりませんでした。 私 はお 祖母さん など 

に 貰って ありました お金の 中の 銅貨 を、 二三 枚 だけ 更 

に 小銭に 変へ て 貰 ひました。 毎日 一 ー厘づ っ柴 田の 菓子 

包へ 入れて やりました。 私 は 自分 は 弱者で 強い ものに 

いぢめ られて 居る ので あると は 思 ひながら、 お 銭の 入 



坂に なった 所になります と 私 等 は 車 を 降りて 歩き まし 

いひつ 

た。 ある 丘の やうに なった 村で は、 従兄が 母に 命令 か 

ゆ ば まき や 

つ て 湯葉 を 買 ひに 行きました。 それから 薪屋 の 

きん,^ もん 

金 右衛門 さんの 家まで は、 もう 半里 程だった やうに 思 

ひます。 畑の 間の 路が 少し 広がった と 思 ひます と、 も 

う 其処が 私の 行く 家の 座敷の 庭だった のです。 車 を 降 

りた 所に 縁側が あるので せう、 座蒲団の 並んだ 畳が 見 

かどぐち 

える のでせ う、 私 は 驚きました。 門口 をく ぐらないで 

直ぐ 道から お 座敷に なって 居る 家な ど を、 町家 育ちの 

私 は 初めて 見た のです。 

「何処に 松茸が 出来て 居る のでせ うご 



と 私 はお 政さん に そっと 云ったり して 居ました。 

「山まで は 十 町 程 御座いま すご 

と金 右衛門さん は 人々 に 云って 居ました。 お茶 を 飲ん 

で 居ます と 縁側の 前 へ 村の 子供が 大勢 集 つ て 来ました。 

母 は 袋から 用意して 来たらし い 餅 菓子 を 出して、 その 

子等へ 二 つづつ 程 分けて 遣りました。 どんなに 田舎の 

子 は 喜んだ でせ う。 私 は 初めて 母の する いいこと を 見 

たと 云 ふやう に その 時 は 思 ひました。 下駄 を 藁 草履に 

？ * のぶ 

穿き 変へ て、 山へ と 云って 伴 はれた 時 は、 天へ 上る や 

うな 気分に な つて 居ました。 

「此処から 上って 頂く のです ご 



植 つて 居ました。 青い 中に 星の やうな 斑点が 蜜柑に 出 

来た 頃です。 

「いくらでもお とりなさ いご 

と 云 はれても 誰も 皆 十五 六より は 手に 持てません でし 

た。 手拭の 端へ 包んで 田舎者の やうに 肩へ 掛けて 歩く 

のが、 どんなに 面白く 思 はれた でせ う。 しかも 私の な 

みち 

ど は 帰り 途の 細い 道で、 大 かたは ころ/ \ と 落ちて し 

まひました。 今度の 路は金 右衛門 さんの 家の 正面で な 

しに、 座敷の 左手の 庭へ 附 いて 居る のでした。 其処に 

は 鳥 兜 の 紫の 花が 沢山 咲いて 居ました。 



「する が やはんの 蚊帳 洗濯 や ご 

かう 云 はれる のでした。 一 行に は 母な ど は 居ません。 

を ば おも 

手伝 ひ 人の 小母さん 位が 重な 人で、 女中 や 雇 ひお 婆 さ 

ん などば かりです。 綺麗な 水の しゃぶ し やぶ と 云 ふ 音 

と 人々 の 笑 ひさ > めく 声と 河原の 白い 砂と 川口の 向う 

に 見える 武庫の 連山が 聯想され ます。 街の 東の 仕切に 

のう にん まちが は 

な つ て 居る の は 農 人 町 川です。 これ は 運河と 言 ふより 

も 溝の 大きい やうな もので、 黒い 泥の 所々 にぶく く 

と 泡立つ 水が 溜った 臭い 厭な 所です。 然し それに は 関 

たんぼ 

り もない 広い 快い 田圃 は どの 街 筋の 出口に も かかった 

か はち いこま やま 

土橋 や 石橋の 直ぐ 向う に 続いて 居ます。 河内の 生 駒 山 



は 最初 赤い しぶと 花 を いくつ もい くつ も 取って お 

... こばこまん 少 

煙草盆に 結った 髪へ 挿しました。 

「皆さん も 私と 一 所に あの 御殿へ 行き ませう ね ご 

ごりょう ひ くち 

と 云って、 御陵の 樋の 口に 続いた 森 を 指さしたり しま 

した。 私 だけ は 父が 迷信 を 極端に 排斥した ものです か 

ら、 狐 や 狸のば かし 話は噓 であると 信じて 居る のです 

すみよし きつ 

が、 友達 は 一 人 残らず 住吉 参り をした 吉っ あんの 話 を 

ほんた う 

真実の ことと 思って 居た やうです。 私 もお 菓子 を 持つ 

て 居る から 狐が 化すと いけない と 云って、 それ を 捨て 

る 人、 蜜柑 は 大丈夫 だら うと 云って 一 旦 捨てた の を 拾 

えの きち やや 

ふ 人、 そんな こと は を かしかった のです が、 稷 茶屋の 



るまで その 道 は 続いて 居ます。 昔 は 大きな 船の 入った 

港だった 堺の海 は、 新 大和 川が 川上の 大和から 無遠慮 

に 砂 を 押し流して 来る ので、 年々 に 浅くなる ばかりで、 

今 は 貝 を 拾 ふのに 適した 波ら し い 波 も 立たない 所に な 

おまつ 

つたので す。 海辺に は 松 も 何も 生えて 居ません。 大津 

の 崎が 淡路 とすれ すれに なって 見える 遠い 景色 を^; い 

ラ しろ 

と 見て 居る だけの 所です。 旅館の 建ち 並んだ 後に 昔 

のお 台場が あります。 品 川のと 同じ 式で 唯 海の 中に な 

すみれ 

いだけ です。 春 は董が 沢山 咲いて 居ます。 旭 館の 隣 

で、 何とか 云 ふ 名の 小い 丘の 下に 附 いた 道 を 曲って 街 

そこ うち 

へ 入って 来ます と、 其処の 大道の 角に 私の 家が ありま 



きれい 

は、 南さん の 着た 羽織 は 誰のより も 綺麗な ものだった 

ほか ふた こ めんち ゝぶ 

からだら うと 思 ひます。 外の 子 は 双子 や 綿秩父 や、 

さらさ てお：：：' もめん 

更紗き やら こや、 手織 木綿の 物 を 着て 居ます 中で、 南 

さん は 銘仙 やめ りんす を 着て 居ました。 藍が ちな 紫 地 

に 小い 紅色の 花模様の あった もの や、 紺地に 葡萄 茶の 

しま 

あらい 縞の ある もの や を 南さん の 着て 居た 姿 は 今 も 目 

に はっきりと 残って 居ます。 それに 南さん は 色の 飽ま 

で 白い、 毛の 濃い 人でした から、 どんな もので も 似合 

つて 見えた ので あらう と 思 はれます。 目の 細い、 鼻の 

しま あか 

高い、 そしてよ く締 つた 口元で、 唇の 紅い 人でした。 

南さん は 大分に 大きくなる までおけ し 頭でした。 併し 



かりして 過し ました。 

うめ すけ 

「大阪 に 梅の 助と 云 ふ 役者が あるの、 綺麗な 顔です よ。 

あ ひだ こしゃう ふりそで 

この間ね、 お 小姓に なった の、 桃色のお 振袖 を 着て ま 

したよ ご 

かう 一 度 南さん の 噂に 出ました 役者 は それから 間 も 

とし 

なく 死んだ と 云 ふこと です。 私 等 は 十五の 歳に 女学校 

を 卒業し ましたが、 南さん は その ま、 お下りに なり、 

私 は 補習 科に 残りました から、 淋しく 物 足らない 思 ひ 

しば/ \ のち 

をす る こと も 屢 ありました。 後に 聞きます と 一 人 子 

だと 羨んだ 南さん は 養父母に 育てられて 居た 人だった 

ま.！ i たう 

の だ さう で す。 議員 の 叔父さんと 云 ふの が 真実 のお 父 



です。 顔 だけ を 見知って 居まして 私と 楠さん は 物 を 一 

言 云った こと もない ままで 一 一年生に なって しま ひまし 

ちゃう ど その とほ やま 

た。 丁度 其 頃 高等 師範 をお 出に なった 遠山さん と 云 ふ 

方が 東京から 私 等の 先生に なりに 来て 下さいました。 

遠山 先生 はおいで になって 間もなく 修身の 時間に、 今 

日 は 裁縫 科の 方に 希望 を 述べ ると お 云 ひに なりまして、 

おも うち 

「あなた 方 は 裁縫 を 重に 習って お 家の 手助け を 早く 出 

来る やうになる の を 楽み にして おいでにな るので せう 

が、 私 は 少し あなた 方に 考 へて 頂きたい ことがあ るの 

です。 女 は 裁縫 を さへ 上手に すれ ば^いと 思 ふの は 昔 

風な 考 へで、 世界に はいろ いろな 国が あって 知 慧の進 



んだ 人の 多い こと、 日本 も それに 負けて 居て はなら な 

い と 云 ふ y j と を 思 ふ y j と の 出来る 人なら、 智慧 を 磨く 

ための 学問の 必要 はない などと は 思へ ない 害 だと 思 ひ 

ます 」 

こんな ことから お説き出し になって、 一身上の 事情 

が 本科 を 修めても いい 人なら 皆 本科に ぉ変リ なさい と 

云 ふこと をお 云 ひに なりました。 その 次の 週に 今迄 本 

科の 教場で 誰かの 空席 を 借りて 講義 を 聞いた 裁縫 科の 

生徒の 二人が 私達の 机の 傍に 自席 を 持つ やうに なリま 

力た 

した。 その 一 人 は 楠さん でした。 感心な 方 だと 思 ひな 

がら も 人 一 倍 はにかみの 強い 私 は 楠さん に 特に 接近 を 



よきし よきと 切って 落しました。 鉢 植のも 花壇の も 高 

い 木に 倚って 咲いた のも^; いのは 皆 切って くれました。 

赤い のな ど は 香が 悪い と 云って 白 や 薄 黄 や 薄 水色 やば 

その 

かり を 切って くれました。 其 日 私が 姉の 前で 開き まし 

た 包から 百ば かりの 薔薇の 出ました 時の 心 もち は 今 思 

ひ 出しましても 興奮され る 程 嬉しい ことでした。 二人 

はじめ 

がお 茶の 稽古に 行きます 日、 その 初に 師家へ 納め ま 

す 金の ことで、 

そくしう 

「束脩と 云 ふので せう。」 

と 楠さん は 云 ひ、 私 はまた、 

「脩 束ぢ やなかった かしら ご 



おさ やん は 三月に 生れて 私 は 十二月に 生れた からま あ 

ひとつ 

一 歳 違 ひの やうな もの だと 私の 母で あるお さやん の叔 

母が 何時も 云 ひます の を、 私 は 小い 時分から 真似して 

その 

其 通りの こと を 云って 居ました。 それにお さやん は 

た つげん 

龍 源の 叔母の 子と して 一番 大きい 子で、 私 は 兄弟の 中 

で 末っ子に 近い 方でした から、 一方 は 大人び て 私 は 子 

供々々 しくて 三月と 十一 一月の 違 ひば かりで なくお さや 

んは私 を 妹 あっか ひに して 居ました。 おさ やん の 家 は 

酒屋でした。 なつかしい、 気の^; い 遊び相手だった お 

さやん を 思 ひます とま づ 目に 山の やうに 高い 大き い 

さかだる まばろ し 

酒樽の 並んだ 幻影が 見えます。 光線 を 多く 取って ない 



私の 郷里な どの 古い 建築 法で 造られた 家 は、 中の 土間 

ひや/ \ 

へ 入る と 冬で も 夏で も 冷々 とした 風が 裾から 起って 来 

せう りんじち やう 

るので した。 中 浜 通りの 小 林 寺 町と 云 ふ 所に そのお さ 

やん の 家 はありました。 私 は 大抵の 場合 自分の 家の 

「ベい」 と 私が 極く 小い 時分から 私 だけの 特殊な 呼名 

を附 けて 居た 老いた 女中と J 所に 龍 源へ 行きました。 

もう 一人の 叔母の 家が その 二三 町 先にありまして、 私 

は 其処 へ 行 つた 帰 リを龍 源 へ 寄る のが 例でした。 黒く 

なった 大きい 酒屋 看板 を 遠くから 見て 私の 小い 胸 は 先 

づ 轟いた ものです。 而し私 は 恥し がりの 子でした か 

ら鹿 喰と 云 ふ 叔母の 家で でも 龍 源で でも 余り 座敷へ 上 



つて 遊ぶ やうな ことはありませんでした。 鹿 喰で は 金 

魚 池の 傍まで 庭 口から 行って 見る だけで、 龍 源の 家で 

ほか 

でもお 雛 様の 時の 外 は 大抵 遊ぶ の は 裏庭の 蔵の 蔭で、 

むしろ 

筵 を 敷いて 小 樽 を 幾つ も 並べたり、 二つの 樽に 板 を 

おもちゃ もて あそ 

渡したり した 上で 玩具 を 弄 んで 居た のでした。 おさ 

やん と 私の 小学校 はもと より 違って 居ました。 おさ や 

んは晴 々とした 顔で、 色の 白い 目の 大きい 口元の 美く 

いう ぜん しらち やにし き 

しい 人形の やうな 少女でした。 友染の 着物に 白 茶 錦 

や じ むす て ふ/ \ まげ 

の 帯 を 矢の 字 結び にして、 まだ 小い 頃から 蝶々 鬅 やら 

も 、 われ ゆ すゝ きかんざし すみよし まつ リ 

桃 割 を 結って、 銀の 薄の 簪 など を 挿して、 住吉祭 

の 神輿の 行列 を 私の 家へ 見物に 来て 居る 時な ど は 人が 
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ご 

を 解いて おさ やん に 渡し ましたが 

でした。 恥し くて なりません でし 

てな りませんでした。 三十 年 経つ 

うしろ 

方の 帯 をして 後 へ 廻して から 前 

の 縮緬の 手触りが また 忘れられ も 



r リ 力う 力た 

一所に 緞通を 織って おいでになります。 ぉ悧 好な 方 だ 

すよ つてもう 機 持ちに おなりに なって、 一本お きの 二 

本な どと 大きい 声で 云 つてお い でになる のが 聞え ます。 

嬢 はん はさう して 朝から 晚 まで 働いて おいでになり ま 

すご 

私 はこれ を 聞いて 悲しがりました。 逢った 時に 慰め 

うち 

ようと 思って 居ました が、 私の 家へ 来て は ゆめにも そ 

んな こと をして 居る とおさ やん は 云 はない のです から、 

私の 方から 云 ひ 出す こと も 出来ませんでした。 そして 

芝居の 噂な どば かり をお さやん はしました。 私 はお さ 

ろく けんす ぢ 

やん の 家の 蔵の ある 六 軒 筋の 道から 二 本お きの 幾 本な 



どと 云 ふお さやん の 声 を 聞いて 見よう か ともよく 思 ひ 

その 

ました。 かな リ 感傷的に なって 居ました から 其 声 を 聞 

いて 泣いて 見たい やうな 気があつ たらしく 思 はれます _ 

その 

其 時分から おさ やん の 美く しさ は 月々 減じて 行く やう 

に 見えました。 私に は それ も 悲しい ことで あつたに 違 

ひありません。 私 はお さやん が 私よりも 醜くな つて 来 

たと 聞く ことが 厭で なりませんでした。 龍 源の 叔父が 

なか はま 

中 浜の 家 を 売る と 言 ふ ことで 親 類 達が 私の 家な どに 寄 

つて 相談して 居る の を 聞きまして、 親類の 人が 皆 可愛 

ゆがって 居た おさ やん の 家の さうな るの を 誰か 一 人で 

も 助けて やる 人 はない のかな どと 思って 大人 を 憎く さ 



うち 

ら となく する 加賀 田さん の 家 を 出て 来ました。 それ か 

ま 

ら間 もな しに、 加賀 田さん が 私の 家へ 来て くれた こと 

が ありました。 私 は それまで 外の 方の 処へ 行った こと 

も尠 い 代りに 友達 を 家に 迎 へたの もこれ が 初めで し 

た。 ですから こんな 時には どうして 遊ぶ もの か、 友達 

も 自分 も 面白い やうに する の はどうす るの かが 私の 経 

験の ない ことで 解らない のです。 街の 中の 狭い 家です 

P ま 

から 庭な ど は 四 坪 か 五坪 位よりも ない のです からどう 

しても 室内で 何 か をし なければ ならない のです。 人形 

こぎれ 

を 並べたり、 小 切 を 出して 見せたり はしても 直ぐ また 

二人 は 膝の 上へ 手 を 重ねて 置いて、 今に 楽み と 云 ふ も 



何物 か を 私 等から 取り上げない では 済まさな いと 云 

ふ 風な のです。 二人 は 唯 胸 を わくわく させて 居る ばか 

りでした が、 そのうち 巡査の 影が 見えた のでせ う、 乞 

食 はまた ばら/^ と 逃げて 走りました。 

加賀 田お みきさん が 病気 か 何 かで 暫く 休んで 居た 

いつ ま 

せゐ なのです か 何時の間にか 二人 は 一 級 違 ひに なって 

居ました。 おみきさん は 小さい 頃 は 習字な どが 私より 

もずつ と 上手で 大抵の 試験に 一 番の席 を 取って 居た 人 

でした。 人形の やうに 毛の 厚い おけし を 頭に 置いた、 

色の 白い 目の 切れの 長いお みきさん は 小さい 声で 物 を 

云 ふ 人でした。 
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